
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 豊岡短期大学 
設置者名 学校法人弘徳学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

― 

こども学科 
夜 ・

通信 

― 

― 

15

単位 

15 

単位 

7 

単位 
― 

こども学科 
夜 ・

通信 

7 

単位 

7 

単位 

7 

単位 
― 

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考）通学課程では、「保育原理」2単位、「乳幼児保育」2単位、「教育課程論」

2単位、「保育内容総論」1単位、「保育実習指導Ⅱ」1単位、「教育実習」4単位、

「教育実習事前・事後指導」1 単位、「保育・教職実践演習（幼稚園）」2 単位、で

ある。 

授業科目数の確認については、本学ホームページの学科紹介―授業概要（シラバ

ス）2020 年度版にて公表している。 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/department/syllabus.html） 

(参照先 https://koutoku.ac.jp/outline/kouhyou.html)（公表情報―教育情報の

公開―こども学科シラバス） 

 

 通信教育課程では、「保育内容総論」1単位、「表現とこどもの運動」1単位、「健

康論」1単位、「こどもの健康と安全」1単位、「社会福祉論」2単位、「地域ボラン

ティア」1単位である。 

授業科目数の確認については、カリキュラム・授業概要（シラバス）にて公表してい

る。 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/tushin/kodomo/about/curriculum.html） 

 

  

https://koutoku.ac.jp/department/syllabus.html
https://koutoku.ac.jp/outline/kouhyou.html


  

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
通学課程では、本学ホームページの「こども学科の教員紹介」の中で、教員氏名、

授業担当科目を公表している。教員氏名をクリックすると、教員紹介のページがある。

当該科目については、授業概要（シラバス）2020 年度版にて「実務経験の概要」欄を

設け、その中で公表している。 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/department/syllabus.html） 

併せて、実務経験のある教員等による授業科目の配置一覧を公表している。 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/outline/kouhyou.html） 

  

通信教育課程では、「実務家教員一覧」を作成し、ホームページで公表している。 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/tushin/kodomo/about/message.html） 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名        該当なし 

（困難である理由）   該当なし 

 

  

https://koutoku.ac.jp/tushin/kodomo/about/message.html


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 豊岡短期大学 
設置者名 学校法人弘徳学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページにて公表している。 

https://koutoku.ac.jp/outline/kouhyou.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 建築設計会社 所長 
H30.3.1～ 

R4.2.28 

校舎維持管理に関

する事項 

非常勤 教育機関 経営 
H30.5.1～ 

R4.4.30 

教育の向上に関す

る事項 

非常勤 警備会社 顧問 
R1.6.12～ 

R5.6.11 

危機管理に関する

事項 

非常勤 警備会社 顧問 
R1.6.12～ 

R5.6.11 

危機管理に関する

事項 

非常勤 法律事務所 弁護士 
R.2.4.1～ 

R6.3.31 

コンプライアンス

に関する事項 

非常勤 市町村 前副市長 
R2.4.1～ 

R6.3.31 

社会連携に関する

事項 

（備考）理事の学外者は全員で６名である。 

 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 豊岡短期大学 
設置者名 学校法人弘徳学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

通学課程では、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他の事

項を記載した授業計画書（シラバス）の作成にあたっては、毎年、教育改善実施（FD）

委員会及び教務委員会の指示のもと、各科目担当者に授業計画書（シラバス）作成上

の注意事項等を記した資料を配付し説明したうえで、作成を依頼している。作成され

たすべての授業計画書（シラバス）に対して、教育改善実施（FD）委員長及び教務学

生課の構成員が独自のチェックリストから目を通し、必要な情報が不足している、不

明瞭である等の問題点がある場合には、再度科目担当者へ加筆・修正を依頼している。

そして、授業計画書（シラバス）が完成に至るまで、この過程を繰り返している。 

 作成された授業計画書（シラバス）については、「授業概要」として全学生に年度当

初に配付するほか、本学ホームページ上にも掲載しており、新年度開始の４月以降で

きるだけ早い時期に公表している。 

 

通信教育課程では、授業のテーマ及び学習成果、授業の概要、授業計画、学生に対

する評価等を記載した授業計画書（シラバス）の作成に当たっては、通信教育事務部

より各科目担当者に作成上の注意事項等を記した資料を配布し、作成を依頼してい

る。また、毎年、通信教育課程の授業編成会議を開催しその中で、全国から科目担当

者が集い十分な協議を行っている。これを通信教育事務部で確認し、加筆・修正を依

頼し、授業計画書（シラバス）を作成している。 

作成された授業計画書（シラバス）は、「授業概要」として全学生に配本するととも

にホームページ上にも掲載している。 

 

 

 

 

授業計画書の公表方法 

通学課程では、WEB サイトにて公表している。 

「授業概要」（シラバス）の参照先： 

（https://koutoku.ac.jp/department/syllabus.html） 

通信教育課程では、WEB サイトに公表している。 

「授業概要」（シラバス）の参照先： 

(https://koutoku.ac.jp/tushin/kodomo/about/curriculu

m.html） 

 

 

https://koutoku.ac.jp/department/syllabus.html


  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

通学課程では、学習成果を厳格かつ適正に評価すべく、毎年学科会議において成績

評価に関する全教員の認識の統一や評価基準の周知を行っている。そのうえで、各教

員は授業概要にあらかじめ記し、学生に周知した成績評価基準に則り、定期試験結果、

レポート等の課題の内容、授業に取り組む姿勢等の領域から学習成果の達成状況を測

定し数値であらわしている。そして、厳正に成績評価を行い、単位認定を行ない、本

年 4月よりＧＰＡを採用し、確認を行う。 

本学専任教員が担当する科目については、PDCA サイクルを用いた授業改善シートの

作成を求めている。その項目のひとつである学習成果において、領域毎の達成状況の

人数を記しており、その状況、割合について、教育改善実施（FD）委員長等により確

認している。 

 

通信教育課程では、通信教育の履修方法として①通信科目、②面接科目、③通信科

目と面接科目の併習、④実習科目の 4通りの履修方法がある。この履修方法ごとに成

績評価の方法を以下のように設定している。 

①レポート、科目試験、②スクーリング受講、③レポート、科目試験、スクーリング

受講、④実習簿の 4通りの履修方法それぞれに評価方法を定めている。これは毎年専

任教員で実施する授業方針編成会議において、評価に関する認識の統一を行ってい

る。そのうえで、レポートについては、その合否を評価している。さらに、科目試験

については、100 点満点で 60点以上を合格とし、得点領域を 5段階 SABCD にて評価し

ている。スクーリング受講科目についても、100 点満点で 60点以上を合格とし、得点

領域を 5段階 SABCD にて評価している。実習科目については、実習簿により 100 点満

点で 60 点以上を合格とし、得点領域を 5 段階 SABCD にて評価している。すべての採

点について、ルーブリック評価表を導入しており、評価の項目・基準を明確にしてい

る。 

 

  



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学の通学課程では 2020 年 4 月に学則の改正を行い、GPA を導入（「学則第 16 条

2」、及び「豊岡短期大学 GPA に関する規程」）し、各授業科目の 5段階の成績評価に対

応した評点（グレードポイント、以下｢GP｣という。）を付与して算出する。GPA 算出の

対象授業科目は、5 段階の成績評価（秀＝４、優＝３、良＝２、可＝１、不可＝０ポ

イントを配点する。）により、成績を受けた卒業要件に算入される全ての科目としてい

る。 

算出された GPA は、教授会においてその分布を検証することとなっている。その中

で極端に分布が偏っている等、厳正な成績評価に疑義のあるものについては、担当教

員に個別のヒアリングを行い、その結果に応じて改善を依頼する事となる。 

GPA の結果は、本学独自の給付型奨学金の継続・変更、４年制大学への編入等の推

薦の可否の決定の際などにも活用されるとともに、担任教員、奨学生委員会等との学

生面談（保護者を含めた面談を含む）において、学生自身に伝達し指導を行う。 

 各学生の GPA は、教授会、奨学生委員会、担任教員を含め組織として把握する。 

 

 通信教育課程では、その特性上、同一科目であっても一人の教員が全ての学生の成

績評価を行なうわけではないため、厳密かつ公正で客観的な成績評価を確立するため

に、ルーブリック評価表を導入し、レポート、科目試験、スクーリング科目に対して、

科目毎に評価方法を定めている。毎年専任教員が集い実施する授業方針編成会議にお

いて、成績評価に対して詳細な事項に及ぶ部分まで認識の統一を図っている。そして、

GPA により全体の成績分布を導出し分析する体制が確立できている。各学生の学修状

況について、通信教育部の教務システム（TtLeS）の一部を公開することにより学生自

身が現在の学習状況、評価を把握できるようにしている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

通学課程では、各授業科目の成績評価方法は、授業概要に

また成績評価基準は学生便覧に掲載しいずれも本学ホーム

ページ上で公表している。 

トップページ→大学紹介→公表情報→教育情報の公開 

(参照先 https://koutoku.ac.jp/outline/kouhyou.html） 

「授業概要」（シラバス）： 

(参照先 

https://koutoku.ac.jp/department/syllabus.html） 

「学生便覧」 

(参照先 https://koutoku.ac.jp/outline/kouhyou.html） 

 

通信教育課程では、ホームページ上に算出方法を記載し、

開示請求のあった学生に対し個別に公表する。 

(参照先  

https://koutoku.ac.jp/tushin/kodomo/important/2020/0

7/post-17.html） 

  

https://koutoku.ac.jp/outline/kouhyou.html
https://koutoku.ac.jp/outline/kouhyou.html


  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針）について、次

のとおり定めている。 

 

「本学は「建学の精神」と「教育目標」に基づいて、保育者としての知識と技能を習

得し、それらに裏打ちされた深い造詣と社会貢献への使命感を備える人材を社会に送

り出すことに努めています。卒業認定にあたっては厳正に成績評価を行い、学則に規

定する所定の単位を修得した学生に卒業を認定し、学位授与します。」 

 

 通学課程では、卒業に必要な単位数は、令和元年度・2年度卒業生は、総合科目 8単

位以上、専門教育科目 54単位以上、合計 62単位以上を修得することとされている。 

 実際の学生の卒業認定にあたっては、毎年度全学生の卒業の可否を判定する教授会

（卒業判定会議）において、卒業必修科目の修得と修得単位数を確認し、審査する形

で、卒業認定を行なっている。 

卒業の認定に関する方針の公表については、学生便覧に記載し、学生便覧を WEB に

記載する形で公表していることに加え、入試要項（請求に応じて個別に送付）にも記

載し、受験生やその保護者にも周知している。入学式後の入学生及び保護者に対する

オリエンテーションにおいても、説明機会を設けている。 

 

 通信教育課程では、卒業に必要な単位数は、総合科目 8単位以上、専門教育科目 54

単位以上、合計 62 単位以上を修得することとしている。実際の卒業に当たっては、代

議員会において、卒業判定会議を実施し、単位の取得状況等を審査し卒業認定を行っ

ている。 

 卒業の認定に関する方針の公表については、学習便覧に記載し、公表している。ま

た、新入生オリエンテーションにおいても、説明機会を設けている。 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

通学課程では、入試要項・学生便覧に記載し、それらは本学

ホームページ上で公表されている。学生便覧は全学生に配

付している。 

入試要項：資料請求に応じて個別に送付 

「学生便覧」 

（参照先 

https://koutoku.ac.jp/outline/kouhyou.html） 

教育情報の公開 → 学生便覧 

 

通信教育課程では、学習便覧に記載し、全学生に配本して

いる。 
 

  

https://koutoku.ac.jp/outline/kouhyou.html


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 豊岡短期大学 

設置者名 学校法人弘徳学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページへ掲載している 

https://koutoku.ac.jp/outline/zaimu.html 

収支計算書又は損益計算書 
ホームページへ掲載している 

https://koutoku.ac.jp/outline/zaimu.html 

財産目録 
ホームページへ掲載している（主項目のみ） 

https://koutoku.ac.jp/outline/zaimu.html 

事業報告書 
ホームページへ掲載している 

https://koutoku.ac.jp/outline/zaimu.html 

監事による監査報告（書） 
ホームページへ掲載している（デフォルト版印省略） 

https://koutoku.ac.jp/outline/zaimu.html 
                  ※令和 2年度分は、7月末日までに掲載予定 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：令和 2年度事業計画書     対象年度：令和 2年度） 

公表方法：https://koutoku.ac.jp/outline/zaimu.html 

中長期計画（名称：学校法人弘徳学園中長期計画 対象年度：令和 2 年度～令和 7 年度） 

公表方法：https://koutoku.ac.jp/outline/zaimu.html 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：本学ホームページにて公表している。 

（参照先：https://koutoku.ac.jp/outline/daisansha.html 認証評価を受けた自己

点検評価報告書）本学ホームページ大学評価において、認証評価を受けた自己点検評

価報告書を公表している。 

 本学は、部署（総務部、教務学生部、通信教育事務部、図書館）、常設委員会、関

連規定に基づく委員会（委員会は年度により設置数が異なるが 2020 年度は 25）のす

べてが、年度開始当初に PDCA サイクルを用いた改善シートを作成し、委員会活動を実

施し常に検証している。その部署・委員会の改善シートは、教授会において目標、計

画、取り組みと成果について精査し、組織内部の質保証を試みている。 

 本学では、この PDCA による改善シートを用いた部署、委員会活動により、日常的に

点検・評価が可能な体制が構築できている。その点検・評価については、この PDCA に

よる課税全シートをまとめる形で、認証評価を受審後の 4 年度分は 2 年度分を併せた

報告書を作成し、ホームページで公表している。 

（参照先：https://koutoku.ac.jp/outline/daisansha.html） 

※令和 2年度分は近日中に掲載予定 



  

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 こども学科及び通信教育部こども学科 

教育研究上の目的（公表方法：入試要項、学生便覧、本学ホームページ） 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/outline/policy.html） 

 

（概要）建学の理念 

本学は、近畿大学の創設者 世耕弘一先生の説かれた「教育の目的は 人に愛され

る人 信頼される人 尊敬される人を育成することにある」を建学の精神とし、人間

は、自然のなかで他の生命とともに生かされているという認識をもち、他人や自然を

思いやる豊かな人間性と創造力に培われたいわゆる「共生の心」を備えた人材の育成

を目的としています。そして、この目的を達成するために、次のような教育目標をか

かげています。 

１．人間は人間だけで生きているのではなく、自然のなかで他の生命とともに、生か

されているという認識を持つとともに、その思想を実践する力を培う 

２．専門職業人としての基本的な倫理観を養うとともに、他人を思いやる心を培う 

３．専門職に必要な基礎的知識・技術を修得するとともに、創造性を培う 

４．社会・歴史に対する深い洞察力を身につけるとともに、豊かな人間性を培う 

５．国際社会に適応しうる感性を育むとともに、異文化を理解しうる力を培う 

 

卒業の認定に関する方針 

通学課程では、入試要項、学生便覧、本学ホームページにて公表している。 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/outline/policy.html） 

通信教育課程では、学習便覧にて公表している。 

（概要）ディプロマポリシー 

 学位：短期大学士（幼児教育学） 

 本学は「建学の精神」と「教育目標」に基づいて、保育者としての知識と技能を修得

し、それらに裏打ちされた深い造詣と社会貢献への使命感を備える人材を社会に送り

出すことに努めています。卒業認定にあたっては厳正に成績評価を行い、学則に規定

する所定の単位を修得した学生に卒業を認定し、学位授与します。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

通学課程では入試要項、学生便覧、本学ホームページにて公表している。 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/outline/policy.html） 

通信教育課程では、学習便覧にて公表している。 

https://koutoku.ac.jp/outline/policy.html
https://koutoku.ac.jp/outline/policy.html
https://koutoku.ac.jp/outline/policy.html


  

（概要）カリキュラムポリシー 

本学は「建学の精神」と「教育目標」を実現するために「総合科目」と「専門教育科

目」により保育者としての知識と技能を修得し、それらに裏打ちされた深い造詣と社

会貢献への使命感を備えた人材を育成するカリキュラムを提供します。 

１． 入学者の基礎学力の確認及び支援を図ります。また、「総合科目」の充実した

カリキュラム展開により教養を備えた学生を育成します。 

２． キャリア教育を展開し、マナーやコミュニケーション能力、基本的な倫理観、

表現力を養います。 

３． 「専門教育科目」においては、保育者としての知識と技能をより高め、社会

の多様なニーズに対応できる学識と良識とを備えるためのカリキュラム編成を

します。 

４． 「専門教育科目」においては、地域社会との連携を図りながら多彩なカリキ

ュラムを展開し、保育者としての理解を深め認識するとともに人間性を養うこ

とに努めます。 

５． ボランティア活動の活性化を図り、学生が体験による学びを積極的に展開で

きるよう努めます。 

 

 

入学者の受入れに関する方針 

通学課程では入試要項、学生便覧及び本学ホームページにて公表している。 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/outline/policy.html）         

通信教育課程では、学習便覧にて公表している。 

（概要）本学は「建学の精神」と「教育目標」とに共感する入学者を国内外から広く受

け入れます。 

１．将来の目標を持っている人 

２．本学が求める基礎学力を備えている人 

３．自己の探求ができるとともに、謙虚に学ぶ姿勢を有する人 

４．専門職を通して、社会に貢献したいと考える人 

 

 

  

https://koutoku.ac.jp/outline/policy.html


  

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：本学ホームページにて掲載している「学科紹介」の内容をもって、公表して

いる。 

通学課程(参照先 https://koutoku.ac.jp/department/) 

通信教育課程(参照先 https://koutoku.ac.jp/tushin/kodomo/about/ 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

こども学科 － 4 人 5 人 4 人 0 人 0 人 13 人 

通信教育部 － 13 人 8 人 35 人 2 人 0 人 58 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

－人 657 人 657 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：本学ホームページにて公表 

通学課程 

(参照先 https://koutoku.ac.jp/department/teachers/)  

通信教育課程 

(参照先 https://koutoku.ac.jp/tushin/about/message.html) 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

こども学科 40 人 41 人 102.5％ 80 人 71 人 88.7％ －人 －人 

通信教育部 2,800 人 1,352 人 48.3％ 7,400 人 3,085 人 41.7％ －人 2 人 

合計 2,840 人 1,393 人 49.0％ 7,480 人 3,156 人 42.2％ －人 2 人 

（備考）令和２年５月１日現在、1年生 41 名、2年生 30 名 

 

  



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

こども学科 
27 人 

（100％） 

０人 

（  ％） 

27 人 

（100％） 

―人 

（  ％） 

合計 
27 人 

（100％） 

０人 

（  ％） 

27 人 

（100％） 

―人 

（  ％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

通学課程では、毎年、本学ホームページにて公表している 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/career/jisseki.html） 

公務員、（豊岡市・朝来市・京丹後市・福知山市・福井県（高浜町）のこども園、保育園等）、私立保育

園、幼稚園、こども園（豊岡市内２施設、養父市、朝来市、加古川市、京丹後市、宮津市、福知山市、長

岡京市、八尾市、）、一般企業（豊岡市、養父市内） 

通信教育課程の令和元年度の卒業生は 943 名であるが、卒業後の進学、進路調査は実施していない。 

（備考）通学課程の令和元年度卒業者 27 名の内、就職を希望する 27 名全員が就職した（100％） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

通学課程では、授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関することに

ついて、「授業概要」（シラバス）に記載し、「授業概要」（シラバス）を本学ホームペ

ージに掲載することをもって公表している。 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/department/syllabus.html） 

 

通信教育課程では、授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関するこ

とについて、「授業概要」（シラバス）に記載し、配布している。また、本学ホームペー

ジ上に公表している。 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/tushin/kodomo/about/curriculum.html） 

 

 

  

https://koutoku.ac.jp/career/jisseki.html
https://koutoku.ac.jp/department/syllabus.html


  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

通学課程では、学習成果を厳格かつ適正に評価すべく、毎年学科会議において成績評価

に関する全教員の認識の統一や評価基準の周知を行っている。そのうえで、各教員は授業

概要にあらかじめ記し学生に周知した成績評価基準に則り、定期試験結果、レポート等の

課題の内容、授業に取り組む姿勢等から学習成果の達成状況を測定し、厳正に成績評価を

行い、単位認定を行なっている。（様式第２号の３（３）２．から再掲） 

卒業に必要な単位数は、平成 31 年度・令和 2 年度卒業生は、総合科目 8 単位以上、専

門教育科目 54単位以上、合計 62 単位以上を修得することとしている。 

 実際の学生の卒業認定にあたっては、毎年度全学生の卒業の可否を判定する教授会（卒

業判定会議）において、卒業必修科目の取得および取得単位数を確認し、審査する形で、

卒業認定を行なっている。（様式第２号の３（３）４．から再掲） 

 

通信教育課程では、通信教育課程では、通信教育の履修方法として①通信科目、②面接

科目、③通信科目と面接科目の併習、④実習科目の 4通りの履修方法がある。この履修方

法ごとに成績評価の方法が以下のように設定している。 

①レポート、科目試験、②スクーリング受講、③レポート、科目試験、スクーリング受

講、④実習簿の 4通りの履修方法それぞれに評価方法を定めている。これは毎年専任教員

で実施する授業方針編成会議において、評価に関する認識の統一を行っている。そのうえ

で、レポートについては、その合否を評価している。さらに、科目試験については、100

点満点で 60 点以上を合格とし、得点領域を 5 段階 SABCD にて評価している。スクーリン

グ受講科目についても、100 点満点で 60 点以上を合格とし、得点領域を 5 段階 SABCD に

て評価している。実習科目については、実習簿により 100 点満点で 60 点以上を合格とし、

得点領域を 5段階 SABCD にて評価している。すべての採点について、ルーブリック評価表

を導入しており、評価の項目・基準を明確にしている。（様式第２号の３（３）２．から

再掲） 

卒業に必要な単位数は、総合科目 8単位以上、専門教育科目 54単位以上、合計 62 単位

以上を習得することとしている。実際の卒業に当たっては、代議員会において、卒業判定

会議を実施し、単位の取得状況等を審査し卒業認定を行っている。 

 卒業の認定に関する方針の公表については、学習便覧に記載し、公表している。また、

新入生オリエンテーションにおいても、説明機会を設けている。（様式第２号の３（３）

４．から再掲） 

 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

－ 

こども学科 62 単位 有・無 単位 

通信教育部 

こども学科 
62 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

  



  

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本学ホームページにて公表している 

（参照先 https://koutoku.ac.jp/outline/shisetsu.html） 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

－ 

こども学科 540,000 円 200,000 円 315,000 円 学修管理費、施設整備費など 

通信教育部 

こども学科 

保育専攻 

110,000 円 30,000 円 75,000 円 
学習管理費、スクーリング管理

費など 

通信教育部 

こども学科 

幼児専攻 

150,000 円 30,000 円 105,000 円 
学習管理費、スクーリング管理

費など 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

通学課程では、建学の精神及びアドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、

ディプロマポリシーを定め、建学の精神や教育の目的と保育者に寄せられる社会的ニ

ーズと責任、将来、社会貢献を願う学生のニーズを鑑み、それに対応する 2つの学習

成果として専門的学習成果と教養的学習成果を定め教育課程を編成している。 

これらのことを踏まえて、各教科の授業概要の中に学習成果を明記し、達成基準、

成績評価等を学生に伝えている。授業の終了時期に学生からの授業評価アンケートを

全開講科目で実施し、それらの評価をもとに各科目担当者（専任教員）は PDCA サイク

ルによる授業改善シートを作成し、教育の質の向上に努めている。 

免許、資格必修科目の他に学習成果を踏まえた、学習支援として、本学の独自科目

「キャリアアップⅠ・Ⅱ・Ⅲ」により、マナーや一般教養、文章力等の習得、さらに

1、2年生が企画、製作から表現の過程を協同で作り上げ、年度末に市内のイベントホ

ールを貸し切り、発表まで繋げていく「特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の授業も行ってい

る。 

補習ではあるが、保育者養成校としてピアノ技能の習得を目指し各学年、週に 1～2

限の「ピアノ補習」の時間を設け、音楽担当教員による指導巡回をはじめ、全教員で

学生の意識付けの支援を行っている。 

成績に関しては、前期、後期の成績評価発表後、不振な学生は担任等による学生面談

や保護者面談を行い、叱咤激励や間接的ではあるが保護者にも学修状況についての理

解を求め、サポートをお願いしている。 

 

 通信教育課程では、各科目のレポート、スクーリング、科目試験において評価基準

を公開し、達成基準、成績評価等を学生に周知している。また、学習上の疑問を「質

問票」や電話及び Eメール等で相談を受け付けており、教員にも直接質問できるよ

う、教員のメールアドレスを機関紙「豊梅」で公開している。この他、学習をサポー

トするために、巡回相談会を春・秋・冬の 3回全国各地で実施しており、本学事務職

員及び教員が全国に出向き、学生の質問や悩み、学習状況についての個別の相談に応

じている。 

 教務システム（TtLeS）は、学生自身が成績等の学習進度を把握できる環境を整えてい

る。 

https://koutoku.ac.jp/outline/shisetsu.html


  

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学は進路指導委員会を中心に就職、編入支援を行っている。毎年、前後期オリエ

ンテーションで進路に関する意識づけや進路指導計画を伝えている。具体的な取り組

みは、各学年で一般教養と専門教養をはかる就職模試の実施、年数回の就職（進路）

ガイダンスを開催し、その中でハローワークの職員の方による就職講話、卒業生を招

いた就職活動と仕事についての話、1年生については、学年末に２年生からの就職活

動の体験談などを聞ける場をつくっている。就職対策としては、就職試験対策講座に

より基礎学力の強化、実務的な就職活動の流れや履歴書の書き方、面接指導を複数の

教員により行い、学生の不安を取り除いている。 

学生への情報提供は、就職資料室に幼稚園、保育所、こども園、施設、そして一般企

業別に求人票を掲示し＜平成 31 年度は 688 件（幼稚園 131 件、保育所・こども園 284

件、施設 128 件、公務員 64 件、一般企業等 81 件）＞、求人内容の詳細は閲覧できる

ようにしている。 

 

通信教育課程では、直接の進路指導、就職支援は行っていないが、幼稚園、保育

園、施設等から求人案内が届いた場合、隔月に発行する機関誌「豊梅」及び本学ホー

ムページ上に掲載して、学生に周知している。 
 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

新規の非常勤職員 2名による学生相談室を設けている。相談日は、月 2日から 3日、

年間約 30日間（1日 6時間）を設け、「相談室だより」等の掲示により学生に周知し

て取り組んでいる。本年度は兵庫県からの休業要請を受け、6月 10日から勤務となっ

たため、これらか実施される。 

昨年度の実施状況では、1日 2から 6件で平均は約 4件、内容は、学習、就職、家

族や人間関係等である。一方、教員も各学年 2名の担任制をとっており、担任を中心

に心身の相談をうけるケースもある。個人情報に抵触しない限り、情報を教員間で共

有し、学生指導に生かしている。 

 

通信教育課程では、本学で設けている学生相談室を通信教育課程の学生も利用で

き、月 2日から 3 日の相談日を掲示等で案内している。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：本学ホームページにて公表している。教員紹介において業績・社会的活動等

を記すとともに、本学の研究紀要である「論集」をホームページ上で公表している。 

「教員紹介」：https://koutoku.ac.jp/department/teachers/index.html 

「紀要」：https://koutoku.ac.jp/department/kiyou.html 

 

 

https://koutoku.ac.jp/department/teachers/index.html

